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第 14 回 第 4分科会会議録（概要） 
場  所 新宿区役所 第一分庁舎 7 階

研修室 

記録者 【学生補助員】 

洪仙希、伊藤幸一 

日  時 平成 18 年 1 月 13 日  

午後 6時 30 分～午後 8時 40 分 

責任者 区事務局（熊澤） 

会議出席者： 33 名 傍聴者 0 名 

（区民委員：27 名  学識委員：2名  区職員：4名 ） 

■配付資料 

①第 14 回第 4分科会会議進行次第 ②前回班長会議決定事項 ③第 13 回会議議事録  

 

■進行内容 

１ 開会 

２ 本日の議題 

(1) 班長会議報告 

(2) グループワーク 

３ 事務局からの連絡事項 

 

■会議内容 

【発言者】●：区民委員、◎：学識委員、○：区職員 

 

１．開会 

○ ：皆さん、こんばんは。これから第 14 回第 4分科会の会議を始めます。今年もどうぞよろ

しくお願いいたします。では、まず資料の確認させていただきます。今日お配りした資料

は今日の進行次第、前回 12 月 23 日の第 13 回第 4分科会終了後に行われた班長会議での決

定事項、そして前回の会議録です。今日の進行に関しまして、まず前回班長会議のご報告

を班長の方々にしていただきます。それを踏まえて、中間発表会に向けて第 4 分科会の整

理ということを議論していただきたいと思います。次に事務局からの連絡事項をお伝えし

て、9時前には終了できればと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

２．本日の議題 

○ ：それでは、班長会議のご報告を、班長の皆さん、よろしくお願いいたします。 

 

(1) 班長会議報告 

● ：皆さん、こんばんは。12 月 23 日の第 4分科会終了後、長時間に渡り班長会を行いました。

たくさん論点が出まして、まだまだ皆さんと話し合わないといけないことがたくさんある

と感じております。それでは、本日の次第の裏面をご覧下さい。前回班長会議での決定事

項が載っております。2 月の中間発表会に向けて各班に提出していただいたものをまとめ
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て、「ハード・ソフト・ハートのバランスのとれた環境配慮型都市」という大きなテーマを

一つ作りました。それに対してどのようにまとめていけば良いのかということを、各班で

これまで勉強してきたことを踏まえて考えていきたいと思います。また、どういうストー

リーを作って第 4 分科会の発表を形作っていくかということを皆さんから十分ご意見を伺

いながら考えていきたいと思います。それから、今日は各班から意見をまとめたものを提

出してもらうということになっています。班長会議では、各班からまとまったものが出て

こないと時間がかかり過ぎるということでしたので、今日提出していただくことになりま

した。次回班長会議では各班から出た皆さんの意見を取捨選択して肉付けし、一つのスト

ーリーを考えていこうと思います。よろしくお願いいたします。何かご質問があればどう

ぞ。なければ、各班でお話し合いを続けて下さい。 

 

○ ：ありがとうございました。今班長会からのご報告がありましたが、ご案内のとおり、次

第の裏面に前回の班長会議での決定事項がございます。ご一読いただき、その上で本日の

話し合いに入っていただければと思います。 

 

(2) グループワーク 

18 時 50 分～20 時 35 分 グループワーク 

 

○ ：ここで中間発表会 WG リーダーの小宮さんに進行をお任せいたします。 

● ：20 時半を過ぎましたので、各班の報告を伺いたいと思います。以前の班長会議の決定事

項に基づいて、各班のまとめを検討していただいたことと思います。この後、いつものよ

うに各班長さんに本日の内容のまとめを発表していただきます。次回班長会議では今日の

まとめを持寄って、私たち 3 人と班長さんとで第 4 分科会のまとめをしていこうと思いま

すので、次回の班長会議までに資料を作成していただきますようお願いいたします。何か

ご質問ございますか。それでは、温暖化班から、よろしくお願いいたします。 

● ：温暖化班としましては地域から地球環境を考える街ということで、2025 年のあるべき姿

を「ハード・ソフト・ハート」面でこのようにまとめました。また、2025 年のあるべき姿

に向けてという基本的な考え方を基に、新宿発の地域温暖化防止の全体像ということを考

え、今日手直しして次回班長会で正式なものを提出いたします。「防止策として身近な取り

組みの誘導」と「地球温暖化防止の裾野を広げ低力を養う」、「地球温暖化防止の重点的な

対策導入による噴水効果を狙う」、「経済との融合によって持続可能な地球温暖化防止の取

り組みを進める」、という 4つの柱の元にアクションプランとして 5つ考えました。このよ

うにアクションプランの概要として「ハード・ソフト・ハート」の 3 つの丸のところにさ

っき申し上げた 4つの柱を四角で入れてあります。アクションプランが 5つありますが、4

つの四角の中にそれぞれ入れてあります。それから新宿区の現状と課題というところで 3

つの柱を考えました。それと今まで温暖化班で、どのような話し合いをしたのか 1 ページ

くらいにまとめたいと思います。 
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● ：ありがとうございました。それでは、環境と美化班、お願いいたします。 

● ：まず、班長会議の決定事項に問題がありまして、「ハード・ソフト・ハートのバランスの

とれた」とありますが、「ハート」が要らないのではないかということと、「市民」となっ

ていますが、これは説明されないとわからない。言葉の問題ですが、易しい言葉で表現す

るよりも、直接的に言った方が良いのではという意見がありました。また、環境で今一番

問題なのは車の問題だということなのですが、それが入っていないのもどうなのかという

意見もありました。我々としては人間本位のまちづくりということを常に強調したいと思

います。環境都市宣言にふさわしい環境行政をすべきであるという意見がありました。ま

とめに関しては、ほとんどまとまりませんでした。個人的に意見を聞きまとめますが、次

回の班長会議には間に合わないので、次回をお楽しみにお願いいたします。 

● ：ありがとうございました。次に、資源循環班、お願いいたします。 

● ：私たちは 10 年後の新宿区のあるべき姿というのを資源循環型システムのあり方として考

えました。それをまとめたものを「拡大生産者責任の徹底」「ごみから見た新宿区の現状」

「ごみ量を 10 年間のうちに 1/2 にする目標」「区・区民・事業者・NPO などの協働のあり方」

として検討しました。また、資源循環の各段階に従ってまとめたものについて検討しまし

た。付け加えたり、削ったりしました。「ハード・ソフト・ハート」でまとめるということ

でしたが、私たちはシステム作りが主なのでほとんどが「ソフト」面です。しかし、シス

テムを動かすためには、やはり「ハード面」・「ハート面」、特に住民の意識の向上などがな

いとこのシステムは回らないので、そういう意味で 3 つの面を持っています。また、私達

が見学に行った説明をまとめたものを検討しました。そして班長会議で決まったことにつ

いて説明しご意見を伺いました。2月 19 日の中間発表はパワーポイントが全体で 10～15 ペ

ージとなっておりますが、私たちの割当は 2、3枚だろうということで絵図を考えていまし

た。 

● ：ありがとうございました。それでは、エコエコ班、お願いいたします。 

● ：エコエコ班は今の資源循環班の後半と似ていまして、「ハード・ソフト・ハート」のうち

の「ソフト」面のお話になります。その内容としましてはエコマネー、地域通貨をどうや

ったらわかりやすく表現できるかということで次回の班長会議までにお出ししたいと思い

ます。 

● ：ありがとうございました。それでは、教育・学習班、お願いします。 

● ：この集まりの中で、皆で統一したこととしてシステムセンター（仮称）を運営するなど、

皆で集まれる場所を作ってはどうかという話になりましたが、それは区でも環境学習情報

センターとして作っています。しかし、実際これがどのくらい利用されているのか、19 年

度には 200 団体の利用を目的としていますが、なかなか一般の人には知られていない。そ

れはなぜなのかということを考えなければいけないと思います。確かに場所は必要ですが、

皆さんが集まらなければしようがないということで、私たちはこの間、落合地域から高田

馬場や汚いとされる場所まで見学に行ってきましたが、地域でかなり住民の環境に対する

意識が違うのではないか、と結論付けました。今ある建物を利用して地域ごとに人が集ま
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る場所を設置していってはどうかという話をしました。また、自転車の使用ですが私達は

大きな問題だと思って取り上げました。自転車に乗る人は交通ルールを知らなくても自転

車を買えば乗れますが、そうではなくて、これからは自転車使用許可証を発行して、拘束

性はないにしても、そういうもので自覚を促していくなどということを話し合いました。 

● ：ありがとうございました。次に、緑化班、お願いいたします。 

● ：みどりでは議論が出尽くしてしまってまとまっているので、それを形を少し変えて発表

し各班長さんに一部ずつ差し上げました。みどりだけじゃなく、全般のことを考えてこの

ようにまとめました。みどりだけで考えると水と緑と太陽ということで人間生活に最低必

要なものを新宿区に取り戻す、そうすればもっと生活のしやすい、環境に良い場所ができ

ると思い、このように作りました。 

● ：ありがとうございました。今日は検討する時間が長かったので、始まる前と後とで進捗

が違うように思えます。次回の班長会議で先に進めていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

３．事務局からの連絡事項 

○：事務局からの連絡事項です。次回第 15 回は 1 月 27 日金曜日 18 時 30 分から 20 時 30 分ま

で区役所第 1 分庁舎、こちらで開催しますので、よろしくお願いいたします。班長会議につ

いてですが、来週の金曜日 1月 20 日 18 時 30 分から交流の場で開催します。班長の方、中間

発表会 WG のリーダー・サブリーダーの方にもご出席いただいて、今日出た意見をさらにまと

めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。最後に皆さんから何かご案内等

はありますでしょうか。こちらに第 9 回エコライフ実践講座に関してパンフレットが来てお

ります。後ろに案内を置いておきますので、皆さん、一部ずつお取りいただいて参考にして

いただければと思います。 

今日はこれで閉会としたいと思います。皆さんお疲れ様でした。 

以上 

 


